









現代ビジネス研究   
製品開発ほおげる相竃儲存関係の処理のための  
方法論のパタ陶ン  
























あり方のパターンを提起することを目指す。   
2．情報処理■問題解決と分業・統合に関   
する既存研究   
2．1「分業論」の起源   

































































































て定義されている。   



























乙5「課業分割」と「情報粘着性」   




を「課業分割」iiと定義した。「課業分割」を行   
表1：情報の特性と情報粘着性の関係iv  
コスト＝情報粘着性  
低い  ←  →  高い   
1：情報を受け   明確  暗黙的   
辛が利用可能な   単純  複雑   
状態にする費用   独立的  システムに依存  
受け手の吸収能力が高い  受け手の吸収能力が低い  
送り手の信頼が高い  送り手の信頼が低い  
頻繁なコミュニケーション  限定的なコミュニケーション   
2：受け手に情   情報量少ない  情報量多い   
報を移転する費   媒体が移動可能  媒体が移動不可能   
用   観察可能  観察不可能   
－55【   




































2．8過剰分業と調整ロス   
Brooks（1995）Viiiは、コンピュータのソフト  





























4．調整付加 5．自己完結 6．縦系列の 7．横断的開  





情報処理能力を   
軽減してゆく方策  向上させてゆく方策  
ー56－   
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3．作業間の調整・コミュニケーション   
の負荷がかかる場合  
人数  
4．作業間の調整・コミュニケーション   
によって負荷が増大してしまう場合  






トマネジャー」という概念が提示されている。   
Clark＆Fujimoto（1991）によって確認された  
ー57－   
製品開発における相互依存関係の処理のための方法論のパターン（東 秀忠）  
離脱して重量級プロダクトマネジャーに直接報  
告を行う。Galbraith（1973）に従えば、より「自  





















































トや販売・マー ケテイングに対する責任は負っ  
ていない。これが重量級プロダクトマネジャー  































ジュラー化」Ⅹiv   
Baldwin＆Clark（2000）は、製品の機能・構  
造関係で規定される「製品アーキテクチャ」の  










が可能になるのである。   












が大幅に減少してシステムの進化が促進され   
2．10「情報創造・転写システムとしての製品  


















製品開発における相互依存関係の処理のための方法論のパターン（東 秀忠）  
る。これがシステム全体のValueを飛躍的に  



























































かというパターンが存在しうるのである。   











できる。   
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iii原文では“stickiness ofinforlTlation”と表   
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ix 出典：藤本（2001b）、p206、図14．8。原典は  
Brooks（1995），pp．16－19．Fig2．1、2．2、2．3、  
2．4である。  
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